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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、イプシロングロビン遺伝子およびガンマグロビン遺伝子プロモーター内のSP1様配列に結合するジンクフィンガー転写因子です。この結合は細胞増殖を阻害し、アポトーシスを引き起こします。この遺伝子の欠陥は、若年性成人型糖尿病7型（MODY7）の原因です。この遺伝子には、2つの異なるアイソフォームをコードする3つの転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2010年4月]、注意：PubMed：11087666配列は、もともとマウス由来と考えられていました。疾患：KLF1​​1の欠陥は、若年性成人型糖尿病7型（MODY7）[MIM：610508]の原因です。MODY [MIM：606391]は常染色体優性遺伝で、25歳未満で発症し、インスリン分泌に主要な欠陥があります。 MODY家系は通常、浸透率80～95%の多世代家系です。患者は非肥満体型で、糖尿病、インスリン抵抗性、高血圧、高トリグリセリド血症を特徴とするいわゆるメタボリックシンドロームは認められません。,機能：転写因子。イプシロングロビン遺伝子およびガンマグロビン遺伝子のプロモーターを活性化し、βグロビン遺伝子もはるかに低い程度に活性化し、細胞増殖を阻害するSP1様結合を含むプロモーターを抑制します。TGF-βシグナル伝達を促進するSMAD7の転写を抑制します。アポトーシスを誘導します。,誘導：TGF-βによる。,類似性：Sp1 C2H2型ジンクフィンガータンパク質ファミリーに属する。,類似性：3つのC2H2型ジンクフィンガーを含む。,組織特異性：普遍的。赤血球系細胞で高い発現を示す。,
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	エピジェネティクスと核シグナル伝達；転写；ドメインファミリー；ジンクフィンガー；クルッペル様因子
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	KLF11抗体を用いた293細胞、Jurkat細胞、HUVEC細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	TIEG2 ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタン ブロット分析。

